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【今週の暗唱聖句】Ⅱペテロ３：９
「主は･･･ひとりでも滅びることを望まず、
　　すべての人が悔い改めにに進むことを望んでおられるのです。」

この聖句の「･･･」には「ある人たちがおそいと思っているように、その
約束のことを遅らせておられるのではありません。かえって、あなたがたに
対して忍耐深くあられるのであって」と入ります。と言うのは、二千年
前でさえ「キリストは全然戻ってこないではないか。こんな福音など

嘘っぱちだ」と訴える人たちがいたからです。ペテロは、そのような

意見は全く検討違いであり、神は一人でも多く人が神に立ち返ること

ができるように、出血大サービスで時間をたくさん下さっているの

だ、と力説しているです。Ⅱコリント６：２に

神は言われます。「わたしは、恵みの時にあなたに答え、救いの日に

あなたを助けた。」確かに、今は恵みの時、今は救いの日です。

とあるように。これを読んでいるあなたが「今」その救いを受け取る

ことを神は願っておられるのです。滅びへの道は「またあした」と書

かれた石畳で敷き詰められていると言われています。明日決断する方

が、今日決断するより、必ず難しくなります。心が硬くなってしまう

前に、今日、神に立ち返ることを選びましょう。■

【先週のメッセージ】
特別ゲストMr. Alex McKeever
 ｢主の御名を呼び求める者は、

   だれでも救われる｡｣ローマ10:13
国際ギデオン協会のメンバー達は全員信徒で

あり｢イエスの名前を運ぶ足となること｣に存

在目的を置いているビジネスマンたちとその

妻達の集まりである｡ギデオンは１）救いはイ

エスの名前を呼ぶことにある、２）裁きの座

と永遠の刑罰の実在とをはっきり信じ、その

確信のもと、昨年は世界中で七千万冊、二秒

に一冊の割合で人々に聖書を配布して来た。

彼らの働きを通し、私たちも福音を伝えるこ

とへの大きな励ましたを受ける。彼らの全世

界規模の働きを今後とも覚えて行きたい。

【今週の英語】
On raising children.

Be fair
Be firm
Be fun

    Adrian Rogers
子どもの教育に関して。

公平であれ、厳しさを保て、楽しくあれ

なんで魚印

がキリスト

を意味する

のか。ギリシャ語の魚（イクスース）の

各文字で信仰告白ができるから。

 Ι    Iesous 　イエス
Χ   Christos キリスト
Θ   Theou　　神の
Υ   Huios　　子
Σ   Soter　　救い主



【先々週のメッセージ】Ⅰ列王19章、Ⅱ列王２章
　「エリシャの任命」　
主なる神はエリヤの後継者としてエリシャを選

ばれた。エリシャはエリヤの預言者学校に入学

し、熱心にエリヤから学んだ。エリヤが地上で

の働きを終えて天に引き上げられる日、最後ま

で自分の師であるエリヤに付き従った。そして

最後、欲しいものを求めよ、と言われた時に、エリヤに与えられてい

た神の霊の「二つ分」を要求し、その願いが聞き届けられた。私たち

はこのエリシャの姿勢から大切な三つのことを学ぶことができる。

●クリスチャンは一人一人「預言者」である
エリシャが主権的に神に選ばれたのと同様、私たちも神に選ばれ、

御言葉を預けられた者とされた。私たちが手にしている聖書は、人
の魂を救い、世界を変える力を持っている神の生ける言葉であり、

それを「自分のためだけ」に留めておくことは、神の御心ではな

い。私たちは人々に御言葉を伝える預言者なのである。

●「求めなさい。そうすれば与えられます。」この命令と約束
を通し主は求める者に「聖霊」を与えられる（ルカ11:9-13）
主イエスの弟子達は、世界宣教の命令を受けた後、聖霊のバプテス

マを受けるまでエルサレムで祈って待つように命令された。神は私

たちが素手で世界宣教に携わるような無理な要求はなさらない。私

たちの上に神の力を注いで送りだしたいのである。聖霊のバプテス

マは、世界宣教に携わるすべての信徒たちに神がくださる「力のプ

レゼント」であり、求める者たちに豊かに与えられるのである。

●私たちも「御霊に満たされた預言者」となって行こう

人の救いはどこまでも神の御業であり、イエスの十字架と復活の

メッセージによるが、神は福音を人に届ける仕事を私たち人間に託

された。イエスは弟子達に「人間を捕る漁師にしてあげよう」と言

われた時に、私たちに「漁の楽しみと喜び」、つまり自分を通して

人が救われて行くことのすばらしさを体

験させたいと願われたのである。私たち

も是非「御霊に満たされた預言者」とな

り、熱心に主の救いの御業に参加してい

く者となっていこう。そして受けた恵み

を他の人にも分かち合う者とされていこ

う。■


